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経歴 構成比

ジェラルド・アルキミン（PSDB） 元サンパウロ州知事 アナ・アメリア（PP）
PSDB、PTB、PSD、DEM、
PP、PR、SD、PRB、PPS

5分32秒 44% 12回

ルーラ（PT）
※フェルナンド・ハダジ（PT）

元大統領
※元サンパウロ市長

フェルナンド・ハダジ（PT）
※マヌエラ・ダビラ（PCdoB）

PT、PCdoB、PROS、PCO 2分22秒 19% 5回

エンリケ・メイレレス（MDB）
元財務相

元ブラジル中銀総裁
ジェルマノ・リゴット（MDB） MDB、PHS 1分56秒 15% 4回

アルバロ・ディアス（Podemos） 上院議員
パウロ・ラベロ・デ・カストロ
（PSC）

Podemos、PSC、PRP、PTC 40秒 5% 1.5回

シーロ・ゴメス（PDT） 元セアラ州知事 カチア・アブレウ（PDT） PDT、Avante 40秒 5% 1.5回

マリナ・シルバ（REDE） 元環境相 エドゥアルド・ジョルジュ（PV） REDE、PV 21秒 3% 1回

ジャイル・ボルソナロ（PSL）
下院議員

元陸軍大尉
ハミルトン・モウラン（PRTB） PSL、PRTB 9秒 1% 3日に1回

大統領候補 副大統領候補 連立政党

テレビ放送
持ち時間

（1回当たり、
計12分30秒）

CM放送回数
（1日当たり、
1回＝30秒）

 ブラジルの各政党は8月5日までに党大会を開き、大統領選挙への立候補者と他党との連立の有無を決定。

 アルキミン氏（PSDB）は中道8政党からの支持を取り付け、8月31日から始まるテレビ放送持ち時間の44％を獲得。

 PTは逮捕・拘留中のルーラ氏を大統領候補に決定。ルーラ氏不出馬の場合は、ハダジ氏がPT陣営の大統領候補に。

 ボルソナロ氏（PSL）とシルバ氏（REDE）は連立協議が不調に終わり、今後はソーシャルメディア中心の厳しい選挙戦に。

アルキミン氏は中道政党からの支持を取り付け

2018年10月のブラジル大統領選挙に向けて、各政党

は8月5日までに党大会を開き、大統領選挙への立候補

者と他党との連立の有無を決定しました。

全13名の候補者の中、大統領選を争う主要候補とみら

れているのが図1で示した7名です。

今回の党大会で各党から最も支持を集めたのは、元サ

ンパウロ州知事のジェラルド・アルキミン氏（PSDB）でした。

アルキミン氏は中道8政党からの支持を取り付けたことで、

連立政党の下院議員数に応じて配分されるテレビ放送持

ち時間の44％を獲得しています。また、35日間の選挙放

送期間中に挿入される30秒のCM放送回数でも、アルキミ

ン氏は全候補者中最多の1日当たり12回となり、今後の

大統領選挙戦の追い風となるとみられています。

各政党はブラジル大統領選挙に向けた候補者を決定

2018年8月8日

図1：ブラジル大統領選挙への主要な立候補者の連立政党とテレビ放送持ち時間

（出所）フォルハ・デ・サンパウロ紙、各種報道 （注）※は有罪判決を受けて逮捕・拘留中のルーラ氏が不出馬の場合。

ボルソナロ氏とシルバ氏の選挙戦は厳しい展開に

また、PT（労働者党）は控訴審での有罪判決を受けて逮

捕・拘留中のルーラ氏を正式な大統領候補に決定しまし

た。もっとも、ルーラ氏の出馬は事実上困難との見方も多

く、ルーラ氏不出馬の場合はフェルナンド・ハダジ氏（元サ

ンパウロ市長）がPT陣営の大統領候補となる見込みです。

一方、世論の支持率で上位にあるジャイル・ボルソナロ

氏（PSL）やマリナ・シルバ氏（REDE）は、他党との連立協

議が不調に終わり、テレビ放送持ち時間は各々わずか9秒

（全体の1％）と21秒（同3％）に留まりました。テレビ放送

での露出が限られるボルソナロ氏やシルバ氏は、ソーシャ

ルメディアなどに依存した厳しい選挙戦が予想されます。

今後は各大統領候補の政策討論や8月31日からのテレ

ビ放送が支持率にどう影響するかに注目が集まりそうです。
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